
 
 
 

第４章 
研 究 発 表 目 録 

 
 



１　学術誌➼掲載論文

発表年 題　　目 掲載紙 巻（号） 掲載頁

2018

メダカ及びその生息地点の環境水，底質中

の有機フッ素化合物の存在状況と生物濃縮

の関係

水環境学会誌 41(4) 61-71

発表年 題　　目 掲載紙 巻（号） 掲載頁

*：Non-staff members

岩手県環境保健研究センター研究発表目録（平成30年度）

著　者

２　総説・報告等

○岩渕勝己, 鑪迫典久*

著　者

該 当 な し
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３　学会等での口頭発表

発表者 発表年 題　　目 学会等名称 開催都市等 年月日

○岩渕勝己，永洞真一
郎*，田原るり子*，折
原智明*，鈴木俊也*，
小杉有希*，飯田春香
*，渡邊喜美代*，小西
浩之*，高木総吉*，安
達史恵*，宮脇崇*，門
上希和夫*

2018
下水処理施設を経由して水環境中
へ排出される有機フッ素化合物の
実態把握

第27回環境化学討論会 那覇市 2018.5.22-25

○折原智明*, ○伊藤
朋子, ○山本道方*,
長谷川瞳*, 平生進吾
*, 吉野共広*, 八木正
博*, 浦山豊弘*, 飛石
和大*, 上田守男*, 鈴
木茂*

2018
LC/MS による化学物質分析法の基
礎的研究(71)

第27回環境化学討論会 那覇市 2018.5.22-25

沼野聡 2018
岩手県における食中毒事例と麻痺
性貝毒研究について

東北大学大学院薬学研
究科セミナー

仙台市 2018.8.10

○佐藤悠*・Rob
Ogden*・前田琢・小松
守*・三浦匡哉*・井上
-村山美穂*

2018
飼育下のニホンイヌワシは絶滅し
てまうのか

第24回日本野生動物医
学会

泉佐野市 2018.9.1

〇鞍懸重和・山内貴義
*

2018
北奥羽地域におけるツキノワグマ
若齢メス個体の季節移動と夏季の
環境利用の解析

日本哺乳類学会2018年
度大会

伊那市 2018.9.8

〇久門美月*・鞍懸重
和・山内貴義*

2018
北奥羽地域のツキノワグマが利用
した植生環境の季節変化

日本哺乳類学会2018年
度大会

伊那市 2018.9.8

〇本村華子，佐々木和
明, 吉田敬幸*，佐々
木秀幸*，川村裕二

2018
産業廃棄物不法投棄現場内地下水
の水銀分析について

平成30年度全国環境研
協議会廃棄物資源循環
学会併設研究発表会

名古屋市 2018.9.13

○高橋知子,高橋雅
輝，佐藤卓，梶田弘
子，白澤彰，加賀克昌
*,

2018
高圧処理を用いたノロウイルス不
活化の検討

第39回日本食品微生物
学会学術総会

大阪市 2018.9.27-28

○岩渕香織,土屋彰彦
*,大塚佳代子*,小西典
子*,和田裕久*,木全恵
子*,永井佑樹*,吉田孝
子*,平塚貴大*,森哲也
*,稲垣俊一*,白石祥吾
*,甲斐明美*,寺嶋淳*,
工藤由紀子*

2018
腸管出血性大腸菌の食品での試験
法のコラボレイティブスタディに
よる評価（1）

第39回日本食品微生物
学会学術総会

大阪市 2018.9.27-28

○三浦紀恵,菊池
圭，梶田　弘子

2018
岩手県における特定健診等から見
たメタボリックシンドロームと生
活習慣について

第77回日本公衆衛生学
会総会

郡山市 2018.10.24

〇高橋雅輝, 松嵜葉子
*, 佐々木裕*, 梁明秀
*, 木村博一*, 村木靖
*

2018
2016年に岩手県で分離されたC型イ
ンフルエンザウイルスの性状解析

第66回日本ウイルス学
会学術集会

京都市 2018.10.28-30

○K. Iwabuchi, S.
Nagahora*, R.
Tahara*, T.
Orihara*, H. Iida*,
T. Suzuki*, Y.
Kosugi*, K.
Watanabe, H.
Konishi*, S.
Takagi*, F. Adachi*,
T. Miyawaki*, K.
Kadokami*

2018

Discharge scenario of
perfluoroalkyl acids into the
environment via sewage
treatment plants

Society of
Environmental
Toxicology and
Chemistry (SETAC)
North America 39th
Annual Meeting

Sacramen
to, USA

2018.11.4-8

○山中拓哉、太田美香
子、髙橋幸子、上山昭

2018

腸管出血性大腸菌Ｏ111集団感染事
例の検査を通じて示された便検体
より分離したＯ111集落に関する考
察

第22回腸管出血性大腸
菌感染症研究会

東京都 2018.11.8-9
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発表者 発表年 題　　目 学会等名称 開催都市等 年月日

〇᪻野智恵子,㜿久ὠ
༓ᑑ子,沼野聡,宮手公
㍜,関村↷吉,中༡真理
子,日市恵㔛

2018
特定原ᮦᩱ検査におけるࡕࡶ⡿加
工品のᆒ質化᧯సに関する検討

第��回全国衛生化学ᢏ
術協議会年会

ᶓ市 2018.11.29-30

岩渕勝己 2018
有機フッ素化合物の環境中への排
出と環境中からの検出

環境化学討論会北ᾏ
道・東北地༊㒊会

⚟ᓥ市 2018.12.10

○伊藤朋子, 川村裕
二, 佐々木和明

2019
の代ㅰ物ࡑࡧールཬࢰࢲン࣋ル
（水質）の分析

平成30年度化学物質環
境実態ㄪ査環境科学セ
ミナー

東京都 2019.1.21-22

〇関村↷吉,㜿久ὠ༓
ᑑ子,沼野聡,宮手公
㍜,᪻野智恵子,中༡真
理子,日市恵㔛

2019 食品のᨺᑕ性物質検査について
平成30年度食の安全安
ᚰᢸᙜ業ົ研究発表会

┒ᒸ市 2019.1.25

〇髙橋幸子　太田美香
子　山中拓哉　上山昭

2019

食中毒菌検査における食品検体に
ついて 㹼ウエルシࣗ菌食中毒の検
査事例から㹼

平成30年度食の安全安
ᚰᢸᙜ業ົ研究発表会

┒ᒸ市 2019.1.25

○岩渕香織,藤森ள紀
子,川上ಟኸ,髙橋雅
輝,高橋知子,梶田弘子

2019
腸管出血性大腸菌のML9$解析につ
いて

平成30年度食の安全安
ᚰᢸᙜ業ົ研究発表会

┒ᒸ市 2019.1.25

高橋知子 2019

岩手県におけるノロウイルスの集
団発生事例の動ྥと不㢧性感染者
の実態について

ཌ生ປാ科学研究㈝
ウイルスを原ᅉとすࠕ
る食品፹性ᝈのไ
ᚚに関する研究ࠖ⌜研
究成ᯝ検討会議

⚄ዉ川県 2019.1.29

伊藤朋子 2019
地下水重㔠ᒓ類 定における⤥水
管ཬࡧ⤥水用ලのᙳ㡪

平成30年度衛生・環境
業ົ研究発表会

┒ᒸ市 2019.1.31

岩渕香織 2019
北ᾏ道・東北・᪂₲ブロック 腸管
出血性大腸菌ML9$ ᢏ術研ಟ会につ
いて

ཌ生ປാ科学研究ࠕ食
品由᮶感染症の原体
の解析手法ཬࡧ共有化
システムのᵓ⠏のたࡵ
の研究ࠖ⌜会議

東京都 2019.2.8

○山中拓哉、太田美香
子、髙橋幸子、上山昭

2019
non-O1�7/O26腸管出血性大腸菌の
⣅便検体における検査法のᵓ⠏

平成30年度第31回岩手
県ಖ健⚟♴環境⾜ᨻセ
ミナー

┒ᒸ市 2019.2.8

〇久᰿ᓮ⳯穂子、小泉
ⱥ、村上⩧子、吉田
ᩄ裕、上山昭

2019
㣧用水試験におけるሷ素㓟水質基
‽㉸㐣の状ἣ

平成30年度第31回岩手
県ಖ健⚟♴環境⾜ᨻセ
ミナー

┒ᒸ市 2019.2.8

○I:$%8C+I KaWVuPi,
KAWAMURA Yuji,
MATSUMURA Chisato*,
YAMAMOTO Hiroshi*,
HAGA Yuki*, YOSHIKI
Ryosuke*, OH Jeong-
eun*, PARK Kyung-
hwa*, LEE Jin-wuk*

2019

Cooperative research on
environmental status of PPCPs
in both countries

The18th Japan-Korea
GOM & Joint Symposium
on POPs Research

⚟ᒸ市 2019.2.19-21

○小山田智彰・鞍懸重
和・༓葉ᩥ也・
佐藤香⳯・長谷川ၨ
一・古澤輝㞝

2019

生ᜥ域እಖ全を目的にしたࣙࢳウ
センキࣂナツࣔリࢯウのⱑ生産
㸫+27年環境┬᥇✀・᪂ᐟᚚⱌಖᏑ
✀子の発ⱆ-

第19回⮬↛環境ඖ学
会研究発表会

東京都 2019.2.15

沼野聡 2019
LC-MS/MSを用いた⮬↛毒分析につ
いて

日本薬学会東北ᨭ㒊第7
回物理・分析⣔若手研
究者セミナー

仙台市 2019.2.23

○伊藤朋子, 川村裕
二, 佐々木和明

2019
水環境中のル࣋ンࢰࢲールཬࡧ
の代ㅰ物分析法の検討ࡑ

第�3回日本水環境学会
年会

甲ᗓ市 2019.3.6-9

○内藤ンࢿグレーࢺ
素*・佐藤悠*・前田
琢・大沼学*・村山美
穂*

2019
ニホンイヌワシの᪂つ高⢭度マー
ーを用いた個体㆑ูと㑇ఏ的ከ࢝
ᵝ性の評価

第66回日本生態学会大
会

⚄ᡞ市 2019.3.17
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発表者 発表年 題　　目 学会等名称 開催都市等 年月日

〇KahoNo
TOCHIGI*,Kiyoshi
Yamauchi*,Shigekazu
Kurakake,Chinatsu
Kozakai*,Koji
Yamazaki*,Tomoko
Nagamura*,Shinsuke
Koike*

2019
Impact of beechnut masting on
reproductive success of Asian
black bear

日本生態学会第66回全
国大会

⚄ᡞ市 2019.3.19

〇沼野聡,工藤㞝大*,
長由ᢇ子*,Ṉ木敬一*,
山下まり*

2019
東日本で㣴Ṫしたホタテ࢞イ中の
LC-MS/MSによる麻痺性貝毒分析

日本㎰ⱁ化学会2019年
度大会

東京都 2019.3.25-27

*㸸1on-VWaII PePbeUV
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担当者 ᖺ᭶日 会場 主催者 ࣐ーࢸ 対象者
ཧ集
人ဨ

2018.6.22
ᒾ手県環境
保健研究セ
ンター

ᒾ手県県ኸ保健所

（ᖹ成��ᖺᗘṑ科医ᖌ⮫
ᗋ研修医研修）感染症発
生動向調査及び健康づく
りに関する業ົᴫせ

ṑ科医ᖌ⮫ᗋ
研修医

7

2018.7.18
ᒾ手県環境
保健研究セ
ンター

盛岡医療┳ㆤ大学
ᰯබ⾗⾨生学実⩦

感染症発生動向調査事業
について

学生等 ��

2018.8.24
ᒾ手県環境
保健研究セ
ンター

ᒾ手県環境生ά部
�インターンࣉࢵࢩ）
保健科学部の業ົᴫせ

⋇医学生 �

����������
ᒾ手県環境
保健研究セ
ンター

ᒾ手県県ኸ保健所

（ᖹ成��ᖺᗘṑ科医ᖌ⮫
ᗋ研修医研修）感染症発
生動向調査及び健康づく
りに関する業ົᴫせ

ṑ科医ᖌ⮫ᗋ
研修医

8

2018.10.24
ᒾ手県環境
保健研究セ
ンター

盛岡市保健所

（ᖹ成��ᖺᗘṑ科医ᖌ⮫
ᗋ研修医研修）感染症発
生動向調査及び健康づく
りに関する業ົᴫせ

ṑ科医ᖌ⮫ᗋ
研修医

7

���������
ᒾ手県環境
保健研究セ
ンター

ᒾ手県環境生ά部
食中毒調査の␃ព事項等
について

+��ᖺᗘ食ရ
⾨生関係業ົ
᪂௵者

11

2018.10.6
ᒾ手県環境
保健研究セ
ンター

ᒾ手県環境保健研
究センター

㧗ᅽฎ理を用いたノロウ
イルスάの検ウ

୍⯡බ開᮶所
者

��

2018.12.1
ᒾ手県環境
保健研究セ
ンター

ᒾ手県感染症検査
ネ࣡ࢺࢵーࢡ会㆟

（感染症検査ネ࣡ࢺࢵー
（研修会ࢡ
᭱㏆の感染症発生動向に
ついて

保健所感染症
担当者、⮫ᗋ
検査ᢏᖌ等

51

2018.12.1
ᒾ手県環境
保健研究セ
ンター

ᒾ手県感染症検査
ネ࣡ࢺࢵーࢡ会㆟

（感染症検査ネ࣡ࢺࢵー
（研修会ࢡ
≉定ࢡローン&7;�0���を
⏘生する血Ύ型2���+�
�FROLについて)ࠉ���67

保健所感染症
担当者、⮫ᗋ
検査ᢏᖌ等

51

��������
ᒾ手県環境
保健研究セ
ンター

ᒾ手県感染症検査
ネ࣡ࢺࢵーࢡ会㆟

（感染症検査ネ࣡ࢺࢵー
（研修会ࢡ
᭱㏆の感染症発生動向に
ついて

保健所感染症
担当者、⮫ᗋ
検査ᢏᖌ等

24

㧗ᶫ㞞㍤ 2018.8.24
ᒾ手県環境
保健研究セ
ンター

ᒾ手県環境生ά部

�インターンࣉࢵࢩ）
実⩦業ົ「病原ウイルス
検査法（༢⣧࣊ル࣌ス・
インフルエンザ）」

⋇医学生 �

୕ᾆ⣖ᜨ �������� Ἠ㔠ࣅル
ᒾ手県⿕⅏地健康
ᨭ事業運Ⴀ協㆟
会

⿕⅏者等健康状ែ分析事
業における≉定健デ実施
結果について

協㆟会関係者 22

䠐䚷┴Ẹ➼䛻ᑐ䛩䜛ၨⓎάື䛾≧ἣ

Ლ⏣ᘯ子

㧗ᶫ▱子

ᒾῲ㤶⧊
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担当者 ᖺ᭶日 会場 主催者 ࣐ーࢸ 対象者
ཧ集
人ဨ

୕ᾆ⣖ᜨ ���������
ᒾ手県環境
保健研究セ
ンター

ᒾ手県、ᒾ手県環
境保健研究セン
ター

ᒾ手県のᖹ成��ᖺᗘ≉定
健デの状況

医療保㝤者 47

⳥ụᆂ 2018.11.15
ᒾ手県民会
㤋

ᒾ手県、ᒾ手県環
境保健研究セン
ター

地域デ᩿における人口動
ែ⤫計等主な保健⤫計の
ά用

᪂人保健ᖌ 45

2018.6.1
ᒾ手県環境
保健研究セ
ンター

盛岡大学ᰤ㣴科学
部

いࢃて健康データウェ
ウスのᴫせと地域保健ࣁ
の⌧状とㄢ㢟

盛岡大学学生 60

2018.7.2
サンセール
盛岡

ᒾ手県㧗等学ᰯᩍ
育研究会学ᰯ保健
部会・ᒾ手県学ᰯ
保健会㧗等学ᰯ部
会

生ά⩦័病予防ᨭࢩス
からぢたᒾ手県のඣ࣒ࢸ
❺生ᚐの⌧状とㄢ㢟

ᩍ職ဨ関係 200

2018.7.18
ᒾ手県環境
保健研究セ
ンター

盛岡医療┳ㆤ大学
ᰯ

いࢃて健康データウェ
ウスのᴫせと地域保健ࣁ
の⌧状とㄢ㢟

学生等 ��

��������� ᅜ保会㤋

ᒾ手県保健推進委
ဨ等௦⾲者協㆟
会、ᒾ手県ᅜ民健
康保㝤団体連ྜ会

データからぢるᒾ手県の
健康ㄢ㢟

保健推進委
ဨ・市⏫ᮧ職
ဨ等

���

�������� ㍍⡿⏫ᙺ場 ㍍⡿⏫
いࢃて健康データウェ
ウスのデータからぢるࣁ
㍍⡿⏫の健康

食育推進計⏬
⟇定委ဨ会関
係者

16

ᐑ手බ㍜、
野⪽、

日市ᜨ㔛
2018.8.4

環境保健研
究センター

ᒾ手県環境生ά部
�インターンࣉࢵࢩ�
බົဨ薬ᖌの事内ᐜ
について

大学生 4

ᐑ手බ㍜、
野⪽、

日市ᜨ㔛
���������

環境保健研
究センター

環境保健研究セン
ター�⾨生科学部

�インターンࣉࢵࢩ�
බົဨ薬ᖌの事内ᐜ
について

ᒾ手医科大学
薬学部
ᩍᤵ、学生

8

中༡┿理子 ���������
ᒾ手県環境
保健研究セ
ンター

ᒾ手県環境生ά部
食中毒調査の␃ព事項等
について

+��ᖺᗘ食ရ
⾨生関係業ົ
᪂௵者

11

野⪽ 2018.10.6
ᒾ手県環境
保健研究セ
ンター

ᒾ手県環境保健研
究センター

麻痺性㈅毒に関する機器
分析法の研究

୍⯡බ開᮶所
者

��

ᒾῲᕫ 2018.10.6
ᒾ手県環境
保健研究セ
ンター

ᒾ手県環境保健研
究センター

環境水、ᗏ質、࣓ࢲカか
ら検出される有機フࢵ⣲
ྜ物の≉ᚩ

୍⯡බ開᮶所
者

��

୪岡ளᕼ子
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担当者 ᖺ᭶日 会場 主催者 ࣐ーࢸ 対象者
ཧ集
人ဨ

���������
環境┬ᮾ
地方環境事
ົ所

環境┬
ࣔࢶࢼࣂ࢟ウセンࣙࢳ
リࢯウ保Ꮡ種子の発ⱆ

環境┬職ဨ 20

2018/10/10
環境┬᪂ᐟ
ᚚⱌ管理事
ົ所

環境┬
ࣔࢶࢼࣂ࢟ウセンࣙࢳ
リࢯウ保Ꮡ種子の発ⱆ

環境┬職ဨ 5

����������
⮬↛環境研
究センター

⮬↛環境研究セン
ター

ウ�生ᜥ域内保ࢯリࣔࢶ
と域እ保の実㝿�

⮬↛環境研究
センター職ဨ

7

2018.4.18
ᅜ❧環境研
究所

ᅜ❧環境研究所
日ᮏのイࢩ࣡ࢾ：⌧状と
保ㆤ

୍⯡ 25

���������
ஂឿ地༊ྜ
ྠᗇ⯋

県ᗈ域⯆ᒁ保
健⚟♴環境部

ᒾ手県にΏ᮶する࢞ンカ
ࣔ科㫽類の生ᜥ状況

㫽⋇保ㆤ管理
ဨ

��

ኴ⏣⨾㤶子 ���������
ᒾ手県環境
保健研究セ
ンター

ᒾ手県環境生ά部
食中毒調査の␃ព事項等
について

+��ᖺᗘ食ရ
⾨生関係業ົ
᪂௵者

11

2018.4.21
୍関修紅㧗
等学ᰯ㡢ᴦ
ᐊ

୍関修紅㧗等学ᰯ
㹎㹒㸿

ᩍ育┦ㄯㅮヰ「あなたの
「の㹊㹅㹀㹒ࡤࡑ

୍関修紅㧗等
学ᰯ㹎㹒㸿会
ဨ

60

2018.8.7
㔠ࣨᓮ⏫ᙺ
場４㝵大会
㆟ᐊ

㔠ࣨᓮ⏫民生委ဨ
ඣ❺委ဨ協㆟会

「あなたのࡤࡑの㹊㹅㹀
㹒」㹼ከᵝ性をㄆめる♫
会に㹼

㔠ࣨᓮ⏫民生
委ဨඣ❺委ဨ

��

���������
୍ᡞ⏫❧୍
ᡞ中学ᰯㅮ
ᇽ

୍ᡞ⏫❧୍ᡞ中学
ᰯ

保健ㅮヰ「⮬分を大ษ
に、┦手を大ษに生きる
には」㹼おいをᑛ㔜す
る関係㹼

୍ᡞ⏫❧୍ᡞ
中学ᰯ１ᖺ生

67

2018.10.24
県❧㔩▼㧗
ᰯ▼ᴋⰼ
ール࣍

県❧㔩▼㧗等学ᰯ デーࢺ㹂㹔予防ㅮᗙ
県❧㔩▼㧗等
学ᰯ定ไ１
㹼４ᖺ性

46

2018.11.2

ᒾ手大学ᩍ
育学部２ྕ
㤋᱒࣍ー
ル

ᒾ手県学ᰯᩍ育┦
ㄯ研究会・ᒾ手県
㧗等学ᰯᩍ育研究
会

㹊㹅㹀㹒に対する基ᮏ的
理解ࠉ�当事者のព㆑�࿘
ᅖの対応�

研究大会ཧຍ
者

100

2018.11.12
なはんࣉラ
ザ�㹁㹍㹋
㹘࣍ール

ⰼᕳ市民生委ဨඣ
❺委ဨ協㆟会

あなたのࡤࡑの㹊㹅㹀㹒
㹼ከᵝ性をㄆめる♫会に
㹼

ⰼᕳ市民生委
ဨඣ❺委ဨ

246

2018.11.15
県❧盛岡第
㧗等学ᰯ
ど⫈ぬᐊ

県❧盛岡第㧗等
学ᰯ

㹊㹅㹀㹒に対する基ᮏ的
理解

県❧盛岡第
㧗等学ᰯᩍဨ

55

����������
ἑ市❧
ἑ第中学
ᰯ体育㤋

ἑ市❧ἑ第
中学ᰯ

おいをᑛ㔜する࣑ࣗࢥ
ンのあり方をࣙࢩーࢣࢽ
る࠼⪄

ἑ市❧ἑ
第中学ᰯ３
ᖺ生

146

ᑠᒣ⏣ᬛᙲ

బ⸨ࠉ༟

๓⏣ࠉ⌶
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担当者 ᖺ᭶日 会場 主催者 ࣐ーࢸ 対象者
ཧ集
人ဨ

���������

県❧盛岡༡
㧗等学ᰯカ
ルࣕࢳー
ール࣍

県❧盛岡༡㧗等学
ᰯ

保健ㅮヰ「⮬分を大ษ
に、┦手を大ษに生きる
には」�㧗ᰯ生の人㛫関係
事情�

県❧盛岡༡㧗
等学ᰯ１ᖺ生

247

2018.12.5
県❧盛岡ᕤ
業㧗等学ᰯ
体育㤋

県❧盛岡ᕤ業㧗等
学ᰯ

デーࢺ㹂㹔予防ࣉロࢢラ
ࡇ分を大ษにする⮬ࠉ࣒
と、ྠࡌくらい┦手をᑛ
㔜する関係

県❧盛岡ᕤ業
㧗等学ᰯ３ᖺ
生

280

���������
ⰼᕳ市❧大
㏕中学ᰯ
ᢡ࣍ール

ⰼᕳ市❧大㏕中学
ᰯ

デーࢺ㹂㹔・㹊㹅㹀㹒ㅮ
ᗙ

ⰼᕳ市❧大㏕
中学ᰯ３ᖺ生

50

��������
ⰼᕳ市❧
口中学ᰯ３
ᖺ㸿⤌ᩍᐊ

ⰼᕳ市❧学中口
ᰯ

デー9'ࢺ予防ㅮᗙ
ⰼᕳ市❧口
中学ᰯ３ᖺ生

��

బ⸨ࠉ༟
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